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解
説
編令和６年 12月の中央教育審議会諮問を受

け、学習指導要領の改訂に向けた議論が本格
的に始まりました。議論の中では情報活用能
力の抜本的向上が示され、その礎となる統計
教育の重要性は一層高まっています。
現代では確定的な答えを導くことが困難な
ことがらについても、目的に応じてデータを
収集して処理し、その傾向を読み取って判断
することが求められます。
「データの活用」領域の指導では、そのた
めに必要な基本的な方法を理解し、データの
傾向を捉え、考察し表現できるようにするこ
とが、大切なねらいの一つとされています。
このことが、統計的に問題解決する力を養う

ことにもつながります。
しかしながら、現実の「データの活用」領

域の指導では、教材研究や授業準備において
課題を感じる場面もあるのではないでしょう
か。
本資料は、「データの活用」領域を指導す

るにあたって知っておきたい初歩的な内容の
解説編と中学校での実践事例を紹介する実践
編で構成しております。先生方の教材研究の
一助となれば幸いです。
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〈お断り〉
本資料に示す指導学年は、平成 29 年告示の

学習指導要領に基づくものです。

プロローグ
去年の授業では
重要語句や統計的
手法の説明で
いっぱいいっぱいに
なったんだよね。

データの活用の指導で
おさえておくべきことは
なんでしょうか？

そもそも子どもたちは
小学校でどこまで
学んでいるんですかね？

データの活用の学習が
始まるけどどんな準備を
したらいいかな

データの活用の指導で
お困りかな！

それじゃあまずは
データの活用の指導において
初歩的な内容を解説するね！

―ある中学校にて―

主体的に取り組む
データの活用の授業を
やりたいな…
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量的データの分布を捉えるには、度数分布
表やヒストグラムが有用です。しかし、デー
タの特徴を１つの値で代表させて、簡潔に表
すことにもよさがあります。このような値を
代表値といいます。
小６では、代表値として平均値、中央値、
最頻値を指導します。これらは、「データの
特徴を代表する値」を異なる観点から捉えた
ものです。

１．平均値
「平均値」は統計用語ですが、小５で指導
する「平均」と求め方は同じで、データの
個々の値を合計し、その個数でわった値です。
後述する最頻値とは異なり、データのすべて
の値を使って算出します。反面、外れ値（極
端に大きな値や小さな値）の影響を受けやす
いという特徴があり、データの分布の様子や
代表値を使う目的によっては、代表値として
適切であるとはいえない場合があります。

２．中央値
データの個々の値を小さい順に並べたとき、
中央にくる値を中央値、またはメジアンとい
います。中央値の求め方を、値の総数が奇数
の場合と偶数の場合に分けて説明します。な
お、統計学では、値の総数のことを「データ
の大きさ」あるいは「データのサイズ」と呼
びます。次の 例１ は、全部で９個の値があ
りますが、「データが９つ」ではなく、「大
きさが９のデータが１つ」と考えます。

例１ の中央値は、小さい方から数えても

大きい方から数えても５番目にくる６です。

次の 例２ では、全部で10個の値があり、
真ん中に値がありません。このときの中央値
は、小さい方から数えて５番目と６番目にく
る２数（６と８）の平均値７です。

中央値の特徴は、平均値と比較することで
理解させることができます。
まず、外れ値の影響について考えてみま

しょう。 例３ では、全部で11個の値があり
ます。小さい方から10番目までの値は 例２

と同じで、外れ値39を付けたしたデータで
す。値の総数は奇数なので、中央値は真ん中
の８です。

右の表は、それ
ぞれの平均値と中
央値です。外れ値
39の有無によって、２つのデータの平均値
は３違ってきますが、中央値の違いは１だけ
です。このように、中央値には、外れ値の影
響を受けにくいという特徴があります。

反面、中央値は真ん中だけを表しているの
で、データ全体の比較には向かない場合があ
ります。A、Bの２人が受けた３回の小テス
トの結果が次の通りだったとします。

テストの結果がよかったのがAであること
は明らかで、そのことが平均値には反映され
ますが、中央値には反映されません。

３．最頻値
データの中で最も多く現れる値を最頻
値、またはモードといいます。 例１ 、 例２ 、
例３ では、いずれも８が最多で３個あるの
で、最頻値は８です。（実際には、これほど
データの値の個数が少ない場合は偶然の影響
が大きいため、最頻値を代表値として利用す
ることはないでしょう。）
例えば、ある学級で、1
か月に読んだ本の冊数を調
査した結果が右の表のよう
になったとします。この場
合、平均値と中央値は２冊
ですが、何冊読んだ人が多
いのかを知りたければ、有効な代表値は最頻
値の１冊ということになります。反面、最頻
値は、他の値をすべて無視するという特徴に
も気づかせたいところです。
小６では、ドットプロットで最頻値を見つ
けるような指導をします。しかし、連続的な
データを取り扱う場合、同じ値をとる測定値
（観測値）はあまり見られないため、「デー
タの中で最も多く現れる値」に代表値として
の意味がない場合もあります。その場合、度
数分布表やヒストグラムに整理し、度数が最

大の階級の真ん中の値（階級値）を最頻値と
して用います。このことは、中１で指導する
内容となります。本書では、p.4～5で説明
します。

４．代表値の指導上の注意点
代表値からは、分布の形や外れ値の有無な
どの情報は読み取れません。また、どの代表
値を用いるのがふさわしいかは、文脈によっ
て変わります。代表値を用いる際は、データ
の分布を確認したり、文脈に応じて適切な代
表値を選択したりできるように指導すること
が大切です。また、ヒストグラムなどと併用
したり複数の代表値を相補的に扱ったりする
ことが求められます。
右の表は、ある会社の従
業員20人の通勤時間のデー
タで、平均値は32分です。
では、通勤時間が30分の従
業員は、この20人の中で通
勤時間が短い方といってよ
いでしょうか。
この場合、20人の過半数にあたる12人の

通勤時間が30分未満であることから、30分
という通勤時間は、平均値よりは短いものの、
全体の中では長い方といえます。
このように、集団の中で、全体の真ん中よ
り大きい方に属するのか小さい方に属するの
かを知りたいときには、平均値より中央値の
方がふさわしいといえます。
この例のように、データの分布が左右のど
ちらかに偏っている場合、平均値と中央値に
ずれが生じます。

平均値 中央値
例２ ６ 7
例３ ９ 8

読んだ
本の冊数

度数
（人）

０   5
１ 12
２   9
３   7
４   6
５   1

合計 40

通勤時間（分）
  5 25
  7 26
10 30
10 42
12 45
15 50
15 58
19 60
20 79
22 90

①例１ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

↑
中央値

0 1 3 4 6 8 8 8 9

0

①例２
1

②
3

③
4

④
6

⑤
8

⑥
8

⑦
8

⑧
9

⑨
13

⑩

　(6+8)/2= 7
　　　　　　　↑中央値

①例３ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
39

⑪

↑
中央値

0 1 3 4 6 8 8 8 9 13

	 代表値小6
中1

1 回目 ２回目 ３回目 平均値 中央値
A ７点 ７点 10 点 ８点 7 点
B ３点 ７点 ８点 ６点 ７点
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1．ドットプロット
次の 2つの記録を比べてみましょう。

平均値は、どちらの組も 17ｍで同じです。
しかし、1組で 20ｍ以上を記録したのが 3
人なのに対して、２組で 20ｍ以上を記録し
たのは 8人いるなど、分布の様子には違い
が認められます。
小学校では、量的データの特徴や傾向を捉
えるには、平均値だけではなく、そのデータ
の分布をみる必要があることを理解させます。
そこで、量的データの分布の様子を視覚的に
捉えやすくするための方法として、ドットプ
ロットを指導します。
次の図は、それぞれ、表 1と表 2をドッ

トプロットに表したものです。

2つの図を比べると、1組の記録は比較的
狭い範囲に記録が集中しているのに対して、
2組の記録はあまり集中しているところがな
く散らばっていることがわかります。

2．度数分布表
左下の図に示したドットプロットは、1目

盛りにドットが 1、2個しかない箇所が多いた
め、データの分布の様子が捉えにくいといえ
ます。そこで、データの分布の様子を度数分
布表に整理して、その特徴を捉えることを指
導します。
次の表は、左の表 1と表 2を基に作成し

た度数分布表です。

度数分布表に整理すると、データの分布が
捉えやすくなります。その一方、1組で記録
が 16ｍだった生徒が何人いたのかといった
情報は失われることになります。
指導にあたっては、上の度数分布表で「15 

ｍの記録の人はどの階級に入るか」を問うな
どして、度数分布表を正しく作成したり、読
み取ったりできるようにすることが大切です。

3．度数分布表を読み取るポイント
度数分布表には数値で特徴をつかむことが

できるというよさがあります。
度数分布表を読み取るポイントとして、次

の①、②があります。これらは、ヒストグラ
ムと対応させながら指導します。
①度数が最大になる階級はどこか

	 度数分布表小6
中1

②平均値や中央値が含まれる階級はどこか
１組の度数分布表では 15～ 20ｍの度数
が最大であることから、分布のピークがこの
階級にあると捉えることができます。平均値
と中央値も同じ階級に含まれること、前後の
階級の度数が近い値であることから、単峰型
で左右対称なヒストグラムになることが読み
取れます。また、度数の半分以上がこの階級
に集中していることも分布の特徴として捉え
ることができます。
一方、2組の度数分布表では 20～ 25ｍ
の階級の度数が最大です。平均値と中央値が
含まれる階級は 15～ 20ｍであることから、
分布のピークが右寄りに現れるヒストグラム
になることが読み取れます。
指導にあたっては、表とグラフを相互に関
連づけて読み取らせることが大切です。

4．階級と階級の幅
度数分布表を作成する際、まず、階級を設
定する必要があり、いくつか考慮するべき点
があります。
①階級の幅を一定にすること
小学校・中学校で扱う度数分布表では、通
常、階級の幅を一定にします。
ただし、社会一般に使われている度数分布
表やヒストグラムでは、意図的に階級の幅を
一定にしない場合もあります。
②自然でわかりやすい区切りであること
100点満点のテストの結果を度数分布表で
表すときは、階級の幅を 10として、0点以
上 10点未満、…、90点以上 100点未満と
して最後の階級を 100点とするか、最後の
階級だけ 90点以上 100点以

・
下
・
とするのが自

然で、集計もしやすいでしょう。
③データ全体の傾向が最もよく現れるように

すること
階級の幅を広く取りすぎたり、狭く取りす
ぎたりすると、分布の特徴が見えにくくなり
ます。このことは、p.11で詳しく述べます。
中学校の数学では、データの最大値と最小
値の間を 5～ 10個程度の階級に分けること
が多いですが、この個数に明確なきまりがあ
るわけではなく、データ全体の傾向が最もよ
く現れるようにすることが大切となります。

5．度数分布表から最頻値を求めること
離散的なデータでは最も多く現れる値を最
頻値としますが、連続的なデータでは同じ値
が多く現れるということがあまりなく、あっ
たとしてもデータを代表する値としてふさわ
しくないということがあります。
前のページのドットプロットから、1組
の最頻値は 18ｍであることが読み取れます
が、2組の最頻値はどうでしょうか。最も
多く現れる値はドットが２個ある 15ｍ、20
ｍ、21ｍですが、これらの値がデータを代
表する値としてふさわしいといえるでしょう
か。このように、データの値に重複があまり
見られないような場合や、ドットプロットで
同じくらいの高さの山が複数あるような場合、
「データの中で最も多く現れる値」を代表値
として扱うことはふさわしくありません。そ
の際には、度数分布表の度数が最大である階
級の階級値を最頻値として用います。階級値
とは、階級の真ん中の値のことです。この方
法で最頻値を求めると、次のようになります。
1組　(15+20)/2=17.5（ｍ）
2組　(20+25)/2=22.5（ｍ）
このような最頻値の求め方では、階級の幅
の決め方によって異なる最頻値が求められる
という点に注意が必要です。

表２　ソフトボール投げの記録
２組女子

番号 記録（ｍ）番号 記録（ｍ）
① 20 ⑩ 27
② 12 ⑪ 23
③ 16 ⑫ 22
④ 11 ⑬ 21
⑤ 6 ⑭ 21
⑥ 20 ⑮ 25
⑦ 15 ⑯ 10
⑧ 15 ⑰ 8
⑨ 17

表１　ソフトボール投げの記録
１組女子

番号 記録（ｍ）番号 記録（ｍ）
① 19 ⑩ 18
② 14 ⑪ 18
③ 20 ⑫ 24
④ 15 ⑬ 18
⑤ 22 ⑭ 19
⑥ 10 ⑮ 14
⑦ 16 ⑯ 17
⑧ 17 ⑰ 11
⑨ 16 ⑱ 18

5

２組
女子 10 15 20 25 30（ｍ）

5

１組
女子 10 15 20 25 30（ｍ）

ソフトボール投げの記録
（１組女子）

記録（ｍ） 人数（人）
以上 未満

5 〜 10 0
10 〜 15 4
15 〜 20 11
20 〜 25 3
25 〜 30 0

合計 18

ソフトボール投げの記録
（２組女子）

記録（ｍ） 人数（人）
以上 未満

5 〜 10 2
10 〜 15 3
15 〜 20 4
20 〜 25 6
25 〜 30 2

合計 17
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相対度数は、全体（度数の合計）に対す
る部分（各階級の度数）の割合を示す値です。
１枚のコインを10回投げて４回表を向いたと
き、表を向いた相対度数は0.4です。
中１では、相対度数について、次の２つの
内容を指導します。
①相対度数を用いてデータの分布を捉えるこ

と
②相対度数を確率とみなすこと

①は従来から中１で指導していた内容で、
実際に起こった事象に用いられるものです。
これに対して、②は、実際に起こった事象
から未来に起こる不確定な事象を予測すると
いうものであり、「多数の観察や多数回の試
行によって得られる確率」（経験的確率）の
基になります。
ここでは①について述べ、②については
p.16～17で述べます。

１．相対度数と丸め誤差
右上の表１はA中学校とB中学校の１年生
男子のハンドボール投げの記録を整理した度
数分布表、表２は表１の各階級の度数を総度
数でわって求めた相対度数を表したものです。
相対度数を求める過程で四捨五入をしている
ので、相対度数には丸め誤差が含まれていま
す。そのため、度数が２倍でも相対度数が２
倍でない場合があります。同じ理由で、相対
度数の合計が１にならない場合もあります。
このことについては、p.９で述べます。

本来、縦軸に度数と相対度数のどちらを
とってもヒストグラムの形は同じになるはず
です。しかし、丸め誤差の分のずれは生じる
場合があります。

２．相対度数の必要性
相対度数の指導では、その必要性を理解さ

せることが大切です。
相対度数の長所として、１つのデータの

中で階級に含まれる度数が割合として把握
できることがあげられます。例えば、A中
学校の18ｍ以上27ｍ未満の相対度数の合計
は0.20+0.21+0.19=0.60であることから、
６割の生徒がこの３つの階級にあてはまると
いうことができます。
２つ目の長所として、度数の合計が異なる

複数のデータの分布を比較しやすいことがあ
ります。21ｍ以上を記録した生徒が多いの
はどちらの中学校かを比べるには度数より相
対度数の方が適切です。

１．累積度数
累積度数は、度数分布表で、最小の階級か
らある階級までの度数の合計のことです。
度数分布表では、
右の表１（ある中学
校の1年生40人の通
学時間）のように表
します。最大の階級
までの累積度数は度
数の合計（総度数）
と一致します。この
ような表を作成した際には必ず確認させま
しょう。
上の表１において、10～15（10以上15未
満）の階級までの累積度数に着目すると、通
学時間が15分未満の生徒は11人いることが
わかります。
また、表1からは、通学時間が短い方から

10人目、20人目、30人目の生徒がそれぞれ
どの階級に含まれるかを読み取ることができ
ます。

２．累積相対度数
累積相対度数は、度数分布表で、最小の階
級からある階級までの相対度数の合計のこと
です。
表２は、表１に相対度数と累積相対度数の
列を追加した表をExcelで作成したものです。
また、表３は、表２で使用している関数や計
算式を表示したものです。
ここではあえて、相対度数や累積相対度数
を四捨五入していません。累積相対度数は、

その定義の通り、最小の階級から当該の階級
までの相対度数の合計として求めています。
累積相対度数から、ある階級までの全体に
対する割合を知ることができます。
表２からは、40人のうち、５割の生徒の

通学時間は20分未満、8割の生徒の通学時間
は25分未満であることがわかります。

３．累積相対度数の求め方
累積相対度数の求め方には、次の２通りが
あります。

表１　通学時間

時間（分） 度数
（人）

累積度数
（人）

以上 〜 未満
0 5 1 1
5 〜 10 3 4

10 〜 15 7 11
15 〜 20 9 20
20 〜 25 12 32
25 〜 30 8 40

合計 40

表1　ハンドボール投げ

階級 (m) 度数 (人)
A B

以上 未満
9 ～ 12 6 5
12 ～ 15 5 15
15 ～ 18 12 25
18 ～ 21 15 31
21 ～ 24 16 28
24 ～ 27 14 20
27 ～ 30 7 10
合計 75 134

表 2　ハンドボール投げ

階級 (m) 相対度数
A B

以上 未満
9 ～ 12 0.08 0.04
12 ～ 15 0.07 0.11
15 ～ 18 0.16 0.19
18 ～ 21 0.20 0.23
21 ～ 24 0.21 0.21
24 ～ 27 0.19 0.15
27 ～ 30 0.09 0.07
合計 1.00 1.00

9 12 15 18 21 24 27 30(m)
0
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15
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0
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図１  A中学校のハンドボール投げ 図２  A中学校のハンドボール投げ

	 相対度数中1 	 累積度数と累積相対度数中1

㋐各階級の相対度数を求めてから、当該
の階級までの相対度数を合計する。

㋑当該の階級までの累積度数を求めてか
ら総度数でわる。

表２

表 3
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総度数をN、各階級の度数を最小の階級か
ら順にn1、n2、n3、…として、最小の階級
から３つめの階級までの累積相対度数を式で
表すと、それぞれ次のようになります。

この２つの式は同じ数を表していることか
ら、㋐と㋑の求め方は、数学的には同義とい
えます。しかし、それぞれの方法で累積相対
度数を求めた結果、双方の値にずれが生じる
場合があります。
表４の累積相対度数は、㋐の方法で求めて
います。各階級の相対度数は、小数第３位を
四捨五入して、小数第２位までの近似値で表
しています。

表５の累積相対度数は、㋑の方法で求めて
います。累積相対度数は、表4の相対度数と
同じようにして求めた近似値です。

表４と表５を比べると、累積相対度数の値
に最大で0.02のずれが生じています。

㋐は累積相対度数の定義通りであり、累積
度数と同じ求め方であるため理解しやすいと
いえます。しかし、累積相対度数からデータ
の分布の傾向を読み取るという意味では、㋑
の方法で求めた値の方が、データの実態に
合っているといえます。
具体例をあげて考えてみましょう。
表4を基に考えると、15～20の階級ま
での累積相対度数が0 .52であることから、
「40人のうち、過半数の生徒の通学時間は
20分未満である」といえます。しかし、15
～20の階級までの累積度数が20人であるこ
とから、実際には「40人の半分の20人の通
学時間は20分未満である」が正しく、「過
半数」は正しくないことがわかります。この
点では、表5の累積相対度数0.50の方がデー
タの実態を表しているといえます。
右の図１は、日本文教出版の令和７年度版

教科書『中学数学１』です。ここで紹介して
いる累積相対度数の求め方は、前ページに示
した㋑です。学習指導要領では、近似値や誤
差、有効数字の内容が中３で初出となってい
ることから、ここでは丸め誤差によるずれに
ついては深入りを避け、㋑の方法のみを扱っ
ています。
指導にあたっては、混乱を避ける意味で、

㋐と㋑のどちらの方法で求めても結果が同じ
になるようなデータを教材とする方が無難と
いえます。
それでも、実在するデータや、自分たちで

実験や調査をして集めたデータを分析する際
には避けられない問題でもあるので、注意し
てください。

４．相対度数の合計が1.00にならない場合
の処理について

前ページの表４では、相対度数の合計が
1.02となっています。このような場合、どの
ように処理するべきでしょうか。
小学校算数で、これと似た状況があります。
小５では割合とともに円グラフや帯グラフを
指導しますが、四捨五入で生じる丸め誤差の
関係で割合の合計が100％にならないことが
あります。しかし、円グラフや帯グラフを
かく際、割合の合計が99％や101％になると、
指導上の不都合が生じます。そこで、データ

の読み取りに影響が少なくなるよう、割合の
一番大きい部分か「その他」で値を増減させ
て、全体が100％になるように指導するのが
一般的です。
これにならって、中学校でも、相対度数の
合計を1.00にするために、度数が最も大きい
階級の相対度数を操作するという指導法があ
ります。ただし、これらは、あくまでも小学
生や中学生への指導上の配慮です。
実社会では、無理に1.00（100％）にする

ような調整をせずに、上の図２のように注意
がきをするのが一般的です。

図 2　令和６年度「国語に関する世論調査」の結果概要（文化庁ウェブページ）

図 1　令和７年度版教科書『中学数学 1』（日本文教出版）

最小の階級から
各階級までの
相対度数の合計

表４　アの方法で求めた場合

時間（分） 度数
（人） 相対度数 累積

相対度数
以上 未満

0 〜 5 1 0.03 0.03
5 〜 10 3 0.08 0.11

10 〜 15 7 0.18 0.29
15 〜 20 9 0.23 0.52
20 〜 25 12 0.30 0.82
25 〜 30 8 0.20 1.02

合計 40 1.02

（累積度数）÷（総度）

表５　イの方法で求めた場合

時間（分） 度数
（人）

累積度数
（人）

累積
相対度数

以上 未満
0 〜 5 1 1 0.03
5 〜 10 3 4 0.10

10 〜 15 7 11 0.28
15 〜 20 9 20 0.50
20 〜 25 12 32 0.80
25 〜 30 8 40 1.00

合計 40

n2
N

n3
N

n1
N

n1+n2+n3
N

㋐ + + ㋑
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度数分布表に整理されたデータの特徴を視
覚的に捉えやすくするために、階級の幅を横、
度数を高さとする長方形を、すき間を空けず
に階級の小さい方から順に並べたグラフをヒ
ストグラムといいます。小学校で指導する柱
状グラフと同じものです。

1．棒グラフとヒストグラムの違い
ヒストグラムの形状は小学校で学習する棒
グラフと似ていることから、子どもはこれら
を混同しがちです。それぞれの違いについて
おさえておきましょう。
例えば「好きな動物調べ」の結果を表す棒
グラフでは、横軸に「いぬ」や「ねこ」といっ
た項目（分類や種類の違い）が表示されます。
一方、ヒストグラムの横軸には階級（数量）
が表示されます。
また、棒グラフをかくときは原則として、
長方形を長い順に並べ替えてかきます（「そ
の他」は最後にかく）が、ヒストグラムでは
階級の小さなものから示し、順番を変更する
ことはできません。
さらに、棒グラフをかくときのすき間は単
に見やすくするためのものですが、ヒストグ
ラムでは原則として、すき間は空けません。
長方形がないことは「該当する階級の度数は
0」という意味になります。

2．ヒストグラムの見方
ヒストグラムの見方として、次のような観
点があげられます。
・全体の形（単峰型、多峰型、L字型など）

・山すその幅が広いか、狭いか
・山が最も高いのはどこか
・山は高いか、低いか
・左右対称か、左右非対称か
・外れ値、不連続な部分の有無
最も基本的なヒストグラムの形は、単峰型

で左右対称なものです。これは、データの基
になる集団が同質である場合に見られる形で
す。
山すその幅が広くて山が低ければ散らばり

が大きいデータといえ、山すその幅が狭くて
山が高ければ散らばりが小さいデータといえ
ます。
多峰型になるデータは、男子と女子のよう

に、異なる性質を持つ集団が混在している可
能性が考えられます。

3．ヒストグラムと代表値
完全に左右対称な分布の場合、平均値と中

央値は同じ値になります。単峰型で左右対称
なものでは、最頻値もこれに一致します。（以
下の図はイメージ）

左右対称でも、右上のイメージ図のように、
実際には値があまり存在しない値の付近に平
均値や中央値がくる場合もあります。

	 ヒストグラム（柱状グラフ）小6
中1

左下のイメージ図のようなヒストグラムは
「右にすそが長い分布」といい、一般に最頻
値<中央値<平均値となります。逆に「左
にすそが長い分布」であれば、一般に最頻値
>中央値>平均値となります。

4．ヒストグラムと階級の幅
階級の幅の設定を変えてヒストグラムをつ
くり直すなどして分布を的確に捉えることは
中 1で扱います。
右の 3つのヒストグラムは、同一のデー

タ（2024年 9月の福岡市の日最高気温、気
象庁ウェブサイトより）を基に、階級の設定
を変えてかいたものです。
図 1は階級の幅を 2℃としています。分布

のピークが 32℃以上 34℃未満にあり、やや
右にすそが長い分布となっています。
図 2は、階級の幅を 4℃としています。単
峰型ではありますが、図 1に比べるとデータ
の分布の特徴がつかみにくくなっています。
図 3は、階級の幅を 1℃としています。3
つの図の中で「31℃以上 32℃未満の日が 1
日だけあった」という情報を読み取ることが
できるのは図 3だけであり、もとのデータ
の情報が最も残っているのが図 3といえま
す。しかし、でこぼこが多くあり、1つ 1つ
の峰に特別な意味が見いだせないので、これ
も全体としては特徴がつかみにくいヒストグ
ラムといえます。
このように、階級は、複数の階級の幅でヒ
ストグラムや度数分布表を作成し、出来上
がったものを比べ、データ全体の傾向が最も
よく表れているものを選びます。試行錯誤に
より決めることが基本である、と指導するこ
とが大切です。

右にすそが
長い

0

5

10
(日)

(℃)28 30 32 34 36 38 40

図１　2024年9月の最高気温
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(日)
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28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39
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5
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図2　2024年9月の最高気温

図3　2024年9月の最高気温
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ここでは、中 1で指導する範囲（レンジ）と、
中 2で指導する四分位範囲について述べます。

1．最小値、最大値と四分位数
範囲、四分位範囲を考える前に、用語の定
義をします。
まず、データの個々の値を小さい順に並べ
替えて、小さい方から大きい方に順番をつけ
ます。最も小さい値が最小値、最も大きい値
が最大値です。
次に、その順番について全体を 4等分し
ます。小さい方から 4分の 1のところの値
が第１四分位数、4分の 2（2分の 1）のと
ころの値が中央値（第 2四分位数）、4分の
3のところの値が第 3四分位数です。第 1四
分位数、中央値、第 3四分位数のいずれも、
値がない場合は両隣の平均をとることで求め
ます。
具体例で説明します。
次の 例１ では、全部で 11個の値がありま

す。中央値は 8です。第 1四分位数は、中
央値の 1つ前までの 5個の値の中央値 4、第
3四分位数は、中央値の 1つ後からの 5個の
データの中央値 10となります。

次の 例２ では、全部で 9個の値がありま
す。中央値は 6です。第 1四分位数は、中

央値の 1つ前までの 4個の値の中央値 3（2
と 4の平均）、第 3四分位数は、中央値の 1
つ後からの 4個の値の中央値 8（8と 8の平
均）となります。

次の 例３ では、全部で 10個の値がありま
す。中央値は 7（6と 8の平均）です。小さ
い方の半分（①～⑤）の値の中央値 4が第 1
四分位数、大きい方の半分（⑥～⑩）の値の
中央値 8が第 3四分位数となります。

データの最小値、第 1四分位数、中央値、
第 3四分位数、最大値で分布の特徴を表す
ことを五数要約といいます。これを図に表し
たのが箱ひげ図です。（p.14～ 15参照）

2．範囲と四分位範囲
範囲（レンジ）とは最大値から最小値をひ

いた値、四分位範囲とは第 3四分位数から
第 1四分位数をひいた値です。

	 範囲と四分位範囲中1
中2

 (範囲)=(最大値)-(最小値)
(四分位範囲)=(第３四分位数)-(第１四分位数)
範囲は、データ全体の分布の広さを示しま
す。それに対して四分位範囲は、中央値の前
後の約 25％ずつ、合わせて約 50％のデータ
が入る区間の広さを示し、データが中央値付
近にどのくらい散らばっているかを表しま
す。四分位範囲が「小さい」とは約 50％の
データが中央値付近に集まっていることを指
し、四分位範囲が「大きい」とは約 50％のデー
タが中央値付近に集まっていないことを指し
ます。このように、四分位範囲は、データの
散らばりの度合いを表す指標の 1つとして用
いられます。
前ページの例 1のデータの範囲と四分位範
囲を求めると、次のようになります。

 (範囲)=(最大値)-(最小値)
　　　　 =25-0
　　　　 =25

(四分位範囲)=(第３四分位数)-(第１四分位数)
 =10-4

 =6

ここで、注意が必要なのは、四分位範囲が
同じだからといって、中央値付近の分布が同
じとは限らないということです。次の 2つ
のデータを比べてみましょう。

どちらも範囲は 15、四分位範囲は 11、中
央値は 7です。しかし、中央値付近の値の分

布は全然違います。
それでも、範囲が同じで四分位範囲が違う
データ同士を比較する際には、四分位範囲が
威力を発揮します。

3．範囲と四分位範囲の特徴
範囲は、データのすべての値のうちで、最
小値と最大値にあたる 2つの値しか使いま
せん。仮にデータの値が全部で 1000個あっ
ても、残りの 998個の値が持つ情報は無視
されます。また、範囲には、外れ値の影響を
受けやすいことが欠点としてあげられます。
その点、四分位範囲はどうでしょうか。四
分位範囲も、計算に使うのは第 1四分位
数、第 3四分位数にあたる２つの値だけで
す。しかし、この 2つの値を求める際には、
すべての値を順に並べるという作業をします。
このため、第 1四分位数と第 3四分位数には、
中央値と同じように外れ値の影響を受けにく
いという特徴があります。したがって、四分
位範囲は、範囲ほどには外れ値の影響を受け
ません。このことは、四分位範囲の長所とい
えます。
前ページの 例１ と 例３ の違いは、デー

タに「25」が含まれているかいないかだけ
です。

例１ の範囲は 25、四分位範囲は 6
例３ の範囲は 13、四分位範囲は 4
四分位範囲も外れ値の影響を受けますが、
範囲ほどではありません。一般に、データの
値の総数が多ければ多いほど、外れ値が四分
位範囲に与える影響力は小さくなります。
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1．箱ひげ図のかき方
箱ひげ図はデータの分布を視覚化するため
のグラフであり、最小値、第 1四分位数、中
央値（第 2四分位数）、第 3四分位数、最大
値を用いてかきます。

それぞれの値を示すところを縦線で表し、
最小値と第 1四分位数、第 3四分位数と最
大値は横線で結びます。第 1四分位数と第 3
四分位数は箱形（長方形）に結びます。箱か
ら出ている横線と最小値、最大値の縦線でで
きている図形が「ひげ」に見えるから「箱ひ
げ図」です。四分位範囲は、箱ひげ図の箱の
長さに現れます。箱ひげ図は横向きだけでな
く、縦向きにかくこともあります。
必要があれば平均値を「+」でかき入れま
すが、この印は省略することもあります。

2．箱ひげ図の基本的な見方
ヒストグラムが中央付近をピークとする急
峻な山型になる分布のデータについて箱ひげ
図をかくと、箱の長さが短くなります。箱の
長さが短いということは四分位範囲が「小さ
い」ということであり、約 50％のデータが
中央値付近に集まっていることを指します。

ヒストグラムがなだらかな山型になる分布
のデータについて箱ひげ図をかくと、箱の長
さが長くなります。箱の長さが長いというこ
とは四分位範囲が「大きい」ということであ
り、約 50％のデータが中央値付近に集まっ
ていないことを指します。

また、左右のひげの長さに着目すれば、小
さい方の約 25％のデータと大きい方の約

	 箱ひげ図中2
25％のデータの分布をおおまかに捉えるこ
とができます。

3．箱ひげ図の利点
箱ひげ図は、複数のデータを比較するとき
に有効です。
次の図は 4つの観測地点における 2025年

7月 1日から 8月 31日までの 62日間の最
高気温のデータを箱ひげ図に表したものです。
（データは気象庁ウェブサイトより）

この図を見ると、他の 3観測地点に比べ、
那覇のデータの範囲と四分位範囲が小さいこ
とが一目でわかります。また、東京と福岡を
比べると、最大値と第 3四分位数、中央値
はほぼ同じですが、範囲は福岡の方が小さい
ことなどがわかります。さらに、中央値の位
置が箱の中で右に寄っていることや、左右の
ひげの長さからも、読み取ることができる情
報があります。
データの分布はヒストグラムでも見ること
ができますが、ヒストグラムでは情報が多い
分、かえってデータの特徴を捉えにくい面が
あります。シンプルな箱ひげ図だからこそ見
えてくることがあります。

4．四分位範囲と箱ひげ図の注意点
簡潔さが箱ひげ図の長所といえますが、反
面、分布の形など、失われる情報もあります。

下に示す箱ひげ図は、最小値が 25、第 1四
分位数が 32、中央値が 41、第 3四分位数が
47、最大値が 54としてかかれています。次
の 2つのヒストグラムは形が異なりますが、
いずれも下の箱ひげ図と対応しうるものです。

この例からもわかるように、四分位範囲や
箱ひげ図から一意に分布が決まるということ
はありません。そのため、四分位範囲や箱ひ
げ図を用いるときは、ヒストグラムと併用し
たり、平均値や最頻値と相補的に用いたりす
ることで、データの分布をより的確に捉え、
表現できるようにする指導が求められます。

20 25 30 35 40（℃）
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中央にデータが集まっている例

全体にデータが散らばっている例
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1．確率の意味
確率とは、あることがらの起こりやすさの
程度を表す数のことです。確率が pである
というのは、同じ観察や試行を多数回繰り返
したとき、そのことがらが起こる相対度数が
pに近づくという意味です。決して起こらな
いことがらの確率は 0、必ず起こることがら
の確率は 1で、0≦ p≦ 1です。
また、「ことがらA が起こる確率が 」

というのは、「ことがらA が、2回に 1回は
起こることが期待できる」という意味であり、
「2回に 1回は必ず起こる」という意味では
ありません。このことは、簡単な実験を通し
て確認させるとよいでしょう。

2．多数の観察や多数回の試行によって得ら
れる確率
中 1では、多数の観察や多数回の試行に

よって得られる確率を指導します。このよう
な確率を、統計的確率といいます。
相対度数は、全体に対する部分の割合を示
す値です。多数の観察や多数回の試行におい
ては、

が、ことがらA が起こった相対度数です。
例えば、ペットボトルのキャップを 20回
投げたときに表向きになった回数が 4回な
ら、表向きの相対度数は 0.2です。
次の図は、1個のペットボトルのキャップ
を 1000回投げるシミュレーションを 3回

行った結果です。

上の図で、20回投げた時点の表向きの相
対度数は 0.25、0.35、0.45とばらついてい
ますが、投げる回数が多くなると、そのばら
つきが小さくなっていくのがわかります。投
げる回数をさらに増やしていくと、表向きの
相対度数は、ある特定の値に近づいていきま
す。その値が、1個のペットボトルのキャッ
プを 1回投げたときに表が出る確率です。実
験を続け、表が出る相対度数が 0.25という
値に近づいていったならば、その確率は 0.25
ということになります。
相対度数は試行によって得られた結果、確

定したことがらについて表された数であるの
に対して、確率は不確実なことがらの起こり
やすさの程度を数で表したものです。つまり、
相対度数と確率は同じものではありません。
しかし、日常生活や社会において、相対度数
を確率とみなして用いることがあります。
例えば、野球の試合において、20打数で

8安打の結果を残している選手 Xと、30打
数で 9安打の結果を残している選手 Yのど

	 確率中1
中2

ちらかを代打に選ぶとします。Xの打率は 4
割、Yの打率は 3割です。実際には長打力
など別の要素も考慮しますが、打率だけで考
えるのであれば、打率が高い Xを選ぶのが
妥当といえるでしょう。ここでいう打率は相
対度数であり、確率であるとはいえません。
しかし、ヒットを期待できる程度が大きいの
はどちらかを考えるときには、確率と同じよ
うに判断の材料とすることがあります。
このように、過去のデータから起こりやす
さの傾向を予測するために、相対度数を確率
とみなすことがあります。

3．場合の数を基にして得られる確率
中 2では、場合の数を基にして得られる
確率を指導します。このような確率を、数学
的確率といいます。
ある試行で、起こりうる場合が全部で n
通りあって、そのどれが起こることも同様に
確からしいとするとき、それぞれの場合の起
こる確率は　であり、ことがらA が起こる
場合が a通りならば、1回の試みでA の起
こる確率は　です。これが、場合の数を基
にして得られる確率です。
ここで特に重要となるのが、「同様に確か
らしい」という概念です。
例えば、2枚の硬貨を同時に投げたとき、

起こりうる場合は 2枚とも表、1枚は表で 1
枚は裏、2枚とも裏の 3通りと考えることが
できます。しかし、この 3通りは、同様に
確からしいとはいえません。このことを、実
験を通して経験的に理解させた上で、2枚の
硬貨を A、Bと区別し、次のような樹形図
をかく活動を通して、同様に確からしいとい
える場合の数は 4通りであることを理解さ
せます。

なお、本来は区別できない 2枚の硬貨を
A、Bとしたり、表を○、裏を×として図を
簡略化したりすることも、大切にしたい数学
的な見方・考え方です。最初は指導者が手本
を示すとしても、最終的には、生徒が必要に
応じて記号で表せるようにしたいものです。
ところで、数学的確率を学習すると、確率
の本来の意味を見失いがちです。そこで、同
様に確からしいといえないことがらの確率を
考えさせたり、「1枚の硬貨を 20回投げたと
き、必ず表と裏が 10回ずつ出るといえるか」
と問いかけたりして、確率の意味を確認する
場面を設けるとよいでしょう。
中 2では、確率を求めるだけではなく、
確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現
することも指導します。
例えば、くじ引きをするとき、引く順番に
よって有利・不利が生じるかを考えさせる課
題を設けることが考えられます。このとき、
「…の確率を求めなさい。」と問うのではなく、
「先に引く人は有利か不利か、あるいは先で
もあとでも同じかを予想しよう。」「自分の予
想が正しいか考え、判断し、その根拠を樹形
図や表を使って説明しよう。」などと問うと
よいでしょう。

1
2

1
n

a
n

（ことがらA が起こった回数）
（全体の回数）

…裏…表

A B
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中 3では、中 2までの学習を踏まえて標
本調査を指導します。標本の無作為抽出の概
念形成には、確率の意味理解が前提となりま
す。また、抽出した標本の整理や分析の場面
では、代表値、ヒストグラム、相対度数といっ
た手法を使います。小・中学校を通して培っ
てきた「データの活用」領域の資質・能力を
活用するという意味でも、標本調査は重要な
内容といえます。

1．標本調査の必要性
中 2までは基本的に、調査対象となる値
すべてがそろっていることを前提に、データ
の分布の傾向を読み取ることを指導します。
しかし、日常生活や社会においては、様々な
理由から、調査対象となる値すべてを収集で
きない場合があります。具体的には、次の①
や②のような場合です。
①時間や費用が制限されていて、全数調査が

できない場合（世論調査において時間が経
過することで情報が陳腐化する場合、費用
対効果の問題など）

②全数調査が原理的に不可能な場合（破壊検
査など）
これら以外にも、全数調査を実施した上で、
調査の結果を早く知りたい場合（国勢調査の
速報値）や、全数調査より実質的に高い精度
が得られる場合（少数のすぐれた調査員でな
ければ正確な調査ができないような場合）も
あるでしょう。そのような場合にも、標本調
査は有用といえます。

①としては、テレビの視聴率調査や新聞社

が行う世論調査が、よく取り上げられます。
文化庁の「国語に関する世論調査」やスポー
ツ庁の「スポーツの実施状況等に関する世論
調査」なども、興味付けの話題としてよいで
しょう。

②としては、電球や電池など、消耗品の
寿命の検査があげられます。袋詰めの食品
を開封して中身の品質をチェックする検査
も②に含まれますが、単に「品質検査」と
いうだけでは、必ずしも標本調査とはいえ
ません。X線検査機や金属検出機で異物混
入をチェックし、選別機と併用して自動で
不良商品を排除する検査は全数調査が可能
です。同じ商品について、複数の検査項目
があり、検査の内容によっては全数調査を
実施している場合もあるので、問題作成の
際は注意しましょう。

2．全数調査との比較
標本調査の必要性と意味の理解を深めるに

は、全数調査と比較することが有効です。
身近なところでは、健康診断や進路志望調

査などが全数調査といえます。集団の傾向を
知りたいのではなく、個々の実態を知りたい
という目的があるのであれば、全数調査を実
施するしかありません。
また、調査対象が小規模な場合や、全数調

査を行うことに特別なリスクがない場合は、
あえて標本調査をする必要がないので、全数
調査をするという場合もあります。全数調査
と標本調査の長所と短所をまとめると、次の
ようになります。

	 標本調査中3

ただし、前ページの④に示したように、標
本調査の方が適切な情報を得られる場合もあ
ります。また、標本調査も適切な方法で行え
ば、目的に見合った十分に精度の高い結果を
得ることができます。指導にあたっては、具
体的な事例について、全数調査と標本調査の
どちらがふさわしいかを選ぶだけではなく、
その理由も考えさせることが大切です。

問
次の調査は、全数調査と標本調査のど
ちらで行われますか。
（1）中学校で行われる進路希望調査

理由と答え：生徒一人一人の希望
を知りたいので、全数調査で行わ
れる。

（2）乾電池の寿命の検査
理由と答え：検査に使った製品は
商品として売れなくなるから、標
本調査で行われる。

3．標本調査の方法や結果を批判的に考察し
表現すること
生徒自身が調査を行ってレポートを作成す
る上でも、新聞やインターネットなどで公表
された実際の調査結果を読み取る上でも、調
査の方法や結果を多面的に吟味し、批判的に
考察することが大切です。
ふつう、世論調査の結果を公開する際には、
次のような情報も一緒に示します。結果だけ
では、その調査の意味や信頼できる程度が正

しく伝わらないからです。
（1）調査の目的
（2）調査項目
（3）調査の対象
　①　母集団
　②　標本、標本の大きさ
　③　標本抽出の方法
（4）調査日（期間）
（5）調査方法
（6）有効回収数（率）
例えば、内閣支持率は短期間で変化するこ
とから、いつ調査したのかがわからなければ、
その調査結果には実質的に価値がないと判断
する場合があります。
テレビや雑誌、インターネットで紹介され
ているアンケート結果を見るときも、上記の
ような情報が掲載されているかどうかを確認
することで、情報の信頼できる程度が変わっ
てきます。
一般に、調査対象を適切な方法で選んだ標
本調査、特に大規模な標本調査からは、信頼
性の高い結論を得ることができます。しかし、
小規模あるいは簡便な標本調査が無意味かと
いえば、そうとはいえません。全数調査ほど
ではないにしろ、大規模な標本調査では、そ
れなりに費用、時間、労力がかかります。よ
り簡便な方法で行われたアンケートは、信頼
できる程度で劣る面はあるものの、少ない費
用と労力で迅速に結果が得られるというよさ
があります。
大切なのは、自分が行った調査がどのよう
な方法で行われたのかを正しく伝えたり、提
示された調査結果の背景をきちんと読み取っ
たりしようとする態度を養い、標本調査の方
法や結果を批判的に考察したり、表現したり
できるようにすることです。

長所 短所

全数調査 調査結果の
信頼性が高い

費用、時間、
労力がかかる

標本調査
費用、時間、
労力を抑えら
れる

調査結果に
誤差が見込ま
れる
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1．無作為抽出
図 1に示すように、標本調査は、母集団か

ら取り出した標本の性質を調べ、それを基に
して、母集団の性質を推定する調査方法です。

標本の抽出方法には、有意抽出と無作為抽
出があります。
有意抽出は、母集団を代表すると考える調
査対象を意図的に選び出す抽出方法ですが、
この方法には抽出の妥当性を客観的に判断す
ることが難しいという面があります。
無作為抽出は、母集団から標本を取り出す
際に、偏りがなく、恣意的でない方法で選び
出す方法のことです。母集団の性質を標本か
ら推測する際、確率モデルを用います。この
確率モデルが機能するための前提として、標
本が母集団から等確率（同様に確からしい）
で選ばれていることが重要となります。
ここでいう「無作為」とは、「偏りがなく、
恣意的でない」ということです。「恣意的」は、
「論理的に必然性がないさま、自分の好みや
そのときの思いつきで行動するさま」という
意味です。

例えば、国民全体の意識調査をするときに
「女性」や「若い人」を中心に標本を選べば、
母集団の構成と標本の構成が異なるので、標
本の取り出し方に偏りがあるといえます。
それでは、駅前で通りがかった人の中から、

男女を半分ずつ、年齢も世代別に 10人ずつ
というように均等に選んだとします。この場
合、一見すると標本に偏りはないように思え
ます。このような抽出方法で妥当な調査結果
が得られるでしょうか。
前述の「駅前で選ぶ」方法では、標本とし

た人たちの性別・年齢などの比率と母集団の
それとが一致していなければ、論理的に必然
性がない抽出といえるでしょう。また、その
比率を一致させたとしても、その日時にその
場所にいない人を調査対象から除外している
ことになりますし、声をかけやすい人と声を
かけにくい人を無意識のうちに選別している
可能性もあります。
したがって、このような方法で抽出した標

本から母集団の性質を推定すると、母集団の
本来の性質から離れた結果を得ることになり
かねません。そのため、無作為抽出をするこ
とが大切になります。
高等学校以降の学習内容になりますが、分

布のモデルを用いて推測や検定を行う場合は、
前提として、標本の抽出方法は無作為抽出で
す。

2．母集団の規定の大切さ
標本調査では、必ず母集団を定義します。

この母集団は、自分の調べたいこと、問題と

	 無作為抽出と乱数中3
考えていること、いいたいことによって規定
されます。
例えば、「中学生が好きなスポーツの傾向」
を知りたいとします。そうすると、調査対象
となる中学生が、どの範囲を示しているかが
問題となります。「ある中学校の生徒」なのか、
「ある地域内の中学生」なのか。さらに、「あ
る都道府県の…」、「全国の…」、「アジアの
…」、「世界の…」というように、その対象を
広げることはいくらでもできます。また、特
定の学年だけなのか、他学年も含めてなのか
によっても母集団が変わります。
まずは自分が何について知りたいのかを考
えて、それに応じて適切な母集団を規定する
ことが大切です。

3．無作為抽出のイメージ
よく例に出されるのが、カップに入ってい
るスープの濃度を知るというものです。固形
のスープの素にお湯を注いだ直後の状態を考
えてください。その状態では、カップの上と
下で濃度が大きく違います。混ぜていない状
態だと、どこでとるかによって濃淡が現れる
のです。このようなことが、先ほどの偏った
抽出になります。
正しい濃度を知るためにはどうしたよいで
しょうか。そうです。かき混ぜればよいので
す。よくかき混ぜた状態からでは、どの位置
からとっても、一様の濃度を得ることができ
ます。これが、無作為抽出です。

4．無作為抽出の方法
3で述べたカップの中のスープであれば、
よくかき混ぜればよいということはわかりや
すいでしょう。それでは、かき混ぜることが
できない母集団の場合はどのようにすればよ

いのでしょうか。
ここで、かき混ぜた状態をもう一度考えて
みます。この状態は、濃度がどの部分でも一
様ですから、どこをとっても結果は同じであ
ると考えることができます。すなわち、ある
ことがらが起こる確率は、どこをとっても同
じであるといえます。これを等確率であると
いいます。要するに、標本の抽出においても、
等確率でとる状態をつくることができればよ
いわけです。
ここで、等確率であるのはどのようなもの
かが問題になります。
一般的には、さいころや乱数さい、くじ引
きなどが考えられています。乱数は、0から
9までの 10個の数字を、まったく不規則に
（それ以前の数から次の数が予測不可能であ
る）、しかも、どの数字も同じ 　 の確率で
現れるように並べた数列（乱数列）の各要素
のことです。つまり、乱数は等確率で数字が
現れるし、次の数が予測できない（恣意的で
ない）ものなのです。そこで、乱数を用いて
母集団から母集団の部分集合である標本を抽
出します。
その手順は、一般的には次の通りです。

①母集団の個々の対象に番号を振る。
②乱数列を示している乱数表を用いる。パソ

コンで生成する疑似乱数を用いることが多
い。

③乱数表から得た乱数と同じ番号を①から抽
出する。重複する数は省き、決めた個数の
対象を抽出するまで続ける。
この過程が無作為抽出の手順です。また、
この過程を経て得られた標本を単純無作為標
本（シンプルランダムサンプル）、または単
に無作為標本（ランダムサンプル）といいます。

1
10

母集団
標本

調査する

標本の性質母集団の性質
推
定
す
る

取
り
出
す

図１　標本調査のイメージ
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1．確率にもとづく無作為抽出の理論
無作為抽出した標本からどのような平均値

（標本平均）が得られるかを、次の 8個の値
からなる母集団で考えてみましょう。

8個の値から 3個選ぶ組み合わせの総数は
8Ｃ3=56通りです。
表 2は、母集団から 3個の標本を選んだ

ときのすべての組み合わせと、そのときの標
本平均を示しています。図 1は、その標本平
均の分布を表したものです。

標本が無作為抽出されたとすると、すべて
の組み合わせが抜き出される可能性には差が
なく、同じ確率で現れると考えることができ
ます。
標本平均が母平均 45[10の範囲内にある

個数は図１より 34個で、1回の標本抽出の
結果の標本平均が 45[10に収まる確率は
34/56≒ 0.61となります。裏返せば、標
本平均と母平均との誤差が[10より大きく
なる確率は（1-0.61=）0.39です。つまり、
標本平均の結果の許容する誤差を[10とす
ると、5回に 2回程度は、許容する誤差の範
囲から外れた標本平均を得ることになります。
ここで、許容する誤差を[20まで広げる

と、その確率は 52/56≒ 0.93となり、10
回に 1回程度しか範囲外にならないことにな
ります。

ここまでは、「母平均[許容する誤差」の
範囲に標本平均が収まる確率について考えま
した。今度は逆に、「標本平均[許容する誤
差」に母平均が収まる確率について考えてみ
ます。
標本平均が 30の場合、許容する誤差が

	 標本平均と母平均中3
[10では母平均 45が収まりません。しかし、
許容する誤差が[20なら母平均 45が収ま
ります。
このように考えていくと、標本平均[10
の範囲に母平均 45がある確率は、34/56
≒ 0.61より 61％であるとわかります。また、
許容する誤差の範囲を広げて[20にすると、
52/56≒ 0.93より、93％の確率で母平均
が標本平均[20の範囲内にあると考えるこ
とができます。
実際の母均を知る術がないとしても、以上
のような確率の考えにもとづいて母平均を推
定することができます。ただし、許容する誤
差を小さくすれば、推定値が許容範囲から外
れる確率が高くなります。

2．標本の大きさと標本調査の精度
表 1の 8個の値から抽出する標本の大き
さを大きくしてみるとどうなるでしょうか。
標本の大きさを 6個にしてみましょう。
8個の中から 6個選ぶ組み合わせは 28通
りです。その 28通りのそれぞれの標本平均
を求めて、その分布を図 2に示しました。

この図から、母平均[10の範囲にすべて
の標本平均が収まり、母平均[5の範囲に
は 20/28≒ 0.71より 71％の標本平均が収
まることがわかります。
このことから、標本の大きさを大きくすれ
ば、標本平均と母平均との差が縮まると期待
できることをご理解いただけると思います。
ここまでの話を中学生に理解させることは

困難です。授業では経験的に理解させるよう
にします。

3．標本抽出の回数と標本調査の精度
標本抽出を 1回だけするよりも、複数回
行った結果を平均した方が精度が上がること
が知られています。
ここでは、中学生が実験によって経験的に
理解することについて述べます。
例えば、10、20、30、…、80と数がかか
れた 8枚のカードを用意し、8枚から 6枚
のカードを無作為抽出する実験をします。（実
質的には 8枚から除外する 2枚のカードを
選ぶことと同じです。）
この実験を 5回繰り返して求めた標本平
均の平均値と、10回繰り返して求めた標本
平均の平均値とを比べてみるのです。高い確
率で、5回繰り返した場合より 10回繰り返
した場合の方が、母平均に近い値が得られま
す。ただし、偶然、逆の結果になる場合もあ
るので、学級全体で結果を共有してみるとよ
いでしょう。
標本の大きさを変えながら上述したような
実験を行い、標本平均と母平均の関係につい
て考察する授業では、標本調査の学習と確率
の学習との繋がりを実感することができます。
また、標本調査における標本の大きさの重要
性についても自然と学ぶことができるのでは
ないかと考えます。ぜひ、授業で実践して頂
ければと思います。

【参考文献】
松井　博（2005）『標本調査法入門－基礎から学ぶ、
標本調査の理論と実際－』日本統計協会

表１　母集団と母平均
A B C D E F G H 母平均
10 20 30 40 50 60 70 80 45

表２　標本の組み合わせと標本平均
標本 標本平均 標本 標本平均

A B C 20.0 B D G 43.3

A B D 23.3 B D H 46.7

A B E 26.7 B E F 43.3

A B F 30.0 B E G 46.7

A B G 33.3 B E H 50.0

A B H 36.7 B F G 50.0

A C D 26.7 B F H 53.3

A C E 30.0 B G H 56.7

A C F 33.3 C D E 40.0

A C G 36.7 C D F 43.3

A C H 40.0 C D G 46.7

A D E 33.3 C D H 50.0

A D F 36.7 C E F 46.7

A D G 40.0 C E G 50.0

A D H 43.3 C E H 53.3

A E F 40.0 C F G 53.3

A E G 43.3 C F H 56.7

A E H 46.7 C G H 60.0

A F G 46.7 D E F 50.0

A F H 50.0 D E G 53.3

A G H 53.3 D E H 56.7

B C D 30.0 D F G 56.7

B C E 33.3 D F H 60.0

B C F 36.7 D G H 63.3

B C G 40.0 E F G 60.0

B C H 43.3 E F H 63.3

B D E 36.7 E G H 66.7

B D F 40.0 F G H 70.0

0

2

4

6

20 26.723.3 33.330 36.7 46.743.3 50 53.356.7 6063.366.7 7040

母平均45
↓

母平均±10
母平均±20

図１　標本の大きさが３のときの標本平均の分布

0
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4

35 36.7 38.3 40 41.7 43.3 45 46.7 48.3 50 51.7 53.3 55

図２　標本の大きさが６のときの標本平均の分布
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１．はじめに
例えばあなたの住んでいる地域で「１月と

２月ではどちらが寒いか」と聞かれたらどう
答えますか。微妙なところです。１月でも比
較的暖かい日もあれば、凍えるように寒い日
もあると思います。２月も雪が積もる日もあ
れば、春のように暖かくなる日もあります。
ただ、１回雪が降ったからといって「２月の
方が寒い」のように結論づけるのは、少し乱
暴な気がしますね。しかし、我々がほしいの
は結論です。こんなふうに１日だけのデー
タを比べても結論を得ることは難しいですが、
「全体としてどちらが寒いか」を知りたいと
きに役立つのが、「度数分布表」「ヒストグ
ラム」「代表値」です。

これらは「１組と２組では全体としてどち
らが給食の準備が早いか」「A校とB校では
全体としてどちらが通学時間が短いか」など
１つ１つのデータを個々で比べても結論が得
ることが難しいときに威力を発揮します。

この単元ではデータを「度数分布表」に整
理することを学習します。しかし、度数分布
表を作成はできても、それを活用する方法が
わからない生徒が多いように思います。上の
ような話を生徒にして、「度数分布表」「ヒ
ストグラム」「代表値」は「全体を比べる」
ためのものだということを、十分に理解させ
た上で、この授業に取り組んでいきたいです。
２．ICTの活用

度数分布表、ヒストグラム、度数分布多角

形の作成方法や、代表値の求め方はこれまで
に学習していますが、ここではそれらを一か
ら作成したり、求めたりすることよりも、こ
れらを活用することを目的とします。時間を
効率的に使うためには、ICTの活用が有効
です。

Microsoft ExcelやGeogebraなどを
使用することもおすすめですが、今回は
SGRAPAを使用した中学校１年生での実践
例を紹介します。SGRAPAは、インター
ネット版が公開されているので、アカウント
の作成やインストールをしなくても活用する
ことができ、学校においても１人１台端末の
環境があれば容易に導入が可能です。

SGRAPAは左側にデータを入力すると、
右側に度数分布表、ヒストグラム、代表値な
どをすぐに作成してくれます。美しいデザイ
ンとなっており見やすく、そして何よりも使
い方がシンプルなので説明はほぼなしで生徒
はすぐに使うことができます。

図1　SGRAPAの実際の画面

奈良県広陵町立真美ケ丘中学校  西川幸佑

私の感じる20cm
〜どのクラスが一番20cmの感覚をもっているか？〜

中1

24

じゃあさっそく
指導計画を立てよう！

データの活用で
問題解決をする際は

右図のPPDACサイクルを
意識して取り組ませる
ことが大切だよ！

実 践 し よ う ！

様々な統計的手法を
活用できるように
なってくれたら
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多面的に考えて
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④課題を把握する。

⑤SGRAPAを使ってデータを整理する。

これが、学年全員のデータです。では、１組から３組ではどのクラスが一番
「20cmの感覚」がよかったといえるでしょうか。

SGRAPAを使って「度数分布表」「ヒストグラム」「度数分布多角形」を作成したり、
「平均値」「中央値」「最頻値」を求めたりしてデータの傾向を分析してみよう。

●何を使って比べたらよいかを考える。
●度数分布表、ヒストグラム、度数分布多角形、
代表値を求めて比べたらよいことに気付く。

●自分の端末から SGRAPAを開き、インターネッ
ト版を選択する。

●そこに共有された学年全員のデータを貼り付け
て、度数分布表などの作成を行う。

●学年全員のデータをClassroomなどでスプレッ
ドシートで配布する。（資料①）

●「（ここまで学習してきたように）クラスにちょ
うど 20cmの人が１人いるだけでは、全体とし
て 20cmに近い人が多いとはいえない。『全体』
を比べたい場合、どのような方法が適切ですか」
のように発問するとよい。

● SGRAPAの使用方法を全体で説明する。
●各自で操作させて、度数分布表などを作成でき
るようにする。

●度数分布表の「階級の幅」は自分が適切だと思
う値に設定するよう指示をする。

図2　SGRAPAで作成した図（階級の幅は4cm）

３．授業実践　「私の感じる 20cm」

学習内容 指導上の留意点

●机の上は「はさみ」のみにする。
● 20cmだと思う長さに紙を切る。

①データを集める。

②切った紙の長さを測る。

③自分の切った紙の長さを入力する。

●定規で自分が切った紙の長さを測る。

●Chromebook を用いて、スプレッドシートを
開く。

●入力は「23.4」のように半角で、単位はつけず
に値のみ入力する。

●切っていらない部分はごみ箱へ捨てるように指
示する。
● 20cm以上の長さに切る生徒が比較的多い。

●ミリ単位まで測るように指示をする。
	 例：23.4cm

●あらかじめ、Classroom などで共有したスプ
レッドシートを準備しておく。
●自分の出席番号の横に値を入力するように指示
をする。
●間違って全角で入力する生徒がよくいるので
「半角」で入力するよう指示をする。

・ この作業をすべてのクラスで行う。

・ 欠席者がいたり、クラスの人数が違う場合は、教員が代わりに行ったり、個別にデータをとっ
たりして、全クラス、データの値の個数は同じにそろえておく方がよい。

・ ここから先はすべてのクラスでデータがそろった後に行う。

・ 最低２クラスでデータはとるようにする。もし、１クラスしかない場合は、クラスを半分に分
けてデータをとるなど、工夫したい。

 （この実践では３クラスのデータをとったことを想定して記述しています。）

（長細い紙を配布する）自分が 20cmと思う長さに何も見ずに切ってみよう。

実際は何 cmか定規で測ってみよう。

測った値をスプレッドシートに入力しよう。
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４．評価を行う場合
例えば、「主体的に学習に取り組む態度」に対

しては、次のような評価基準が考えられます。

「努力を要する」生徒への対応、手だて
・「階級の幅を 4cm に設定して、度数分布表

をつくってみよう」のように声かけをする。
・「度数分布表から 20cm 付近のデータの度

数を比べてみよう」のように声かけをする。

また適切に根拠を述べて、適切に結論まで
出すことができているものは、「思考・判断・
表現」の評価もAとするなど、思考の評価
と連動させるとよいでしょう。

５．おわりに
今回は「私の感じる 20cm」ということで

３つのクラスを比べましたが、題材は生徒が
より興味、関心を持つものを選んでもよいです。

各クラスに数学係のような係の生徒がいる
場合は生徒に題材を考えさせてもおもしろい
でしょう。

また、私はこの授業の最後にいつも次のよ
うな話をします。

生徒の同意を得たあと、次のように続けます。

この学習が中学校２年生につながることを
予告しておくことで、春休み明けに中学校２
年生に進級する生徒達の、次なる学習意欲を
高めておきたいところです。

６．引用・参考文献
・小山正孝、飯田慎司ほか (2025)『中学数

学１』日本文教出版

評価 評価の視点

「十分満足できる状況」（A）

度数分布表、ヒストグラム
（度数分布多角形）、代表値
のすべてを使い、根拠を述
べて、結論を出そうとして
いる。

「おおむね満足できる」状
況（B）

度数分布表、ヒストグラム
（度数分布多角形）、代表値
のうち、２つを使い、根拠
を述べて、どのクラスが一
番「20cmの感覚」がよかっ
たといえるか結論を出そう
としている。

●１組と２組ではどちらが給食準備が早
いといえるか。

●１組と２組ではどちらが睡眠時間が長
い傾向にあるといえるか。

今回は 3個のクラスに対して度数分布表や
ヒストグラムを比べたけど、これがもし10
個のクラスを比べるとなると、今回の方法
では大変じゃない？

実は中学校２年生になると、さらに新しい
方法『箱ひげ図』というものを学習します。
これを使えば、たとえ10個のクラスになっ
たとしても今回のような題材でも、どのク
ラスが一番『20cm の感覚』がよかったと
いえるかが『すぐに』わかります。すごく
便利なものなのです。楽しみにしていてね。

10個の度数分布多角形を重ねたらわかりに
くいよね？

度数分布表や度数分布多角形、代表値などを比べてわかることをまとめて、
どのクラスが一番「20cmの感覚」がよかったといえるかを結論づけましょう。

●ここまで学習してきた、度数分布表や代表値な
どから結論を記述する方法を、ノートを見返す
などして確認する。

●「度数分布表、度数分布多角形、代表値」から
自分で使えそうなものを選び、どのクラスが一
番「20cmの感覚」がよかったといえるか、根
拠を示して結論を出す。

●今まで授業でかいてきた比べ方の記述方法を確
認するよう指示をする。
●日本文教出版の教科書１年の p.236 の「数学レ
ポートの例」のようにかくことも伝えると具体
的でわかりやすい。

●授業で行うには、プリントやノートなどへの記
述だけでよいが、例えば春休みの宿題などでレ
ポート形式でまとめさせてもよい。

資料①（生徒に配布する素データ）

模範解答例

度数分布多角形で比べる場合
３つの度数分布多角形は同じような形で、最
も 20cm 付近が高くなっているのは 1組のグ
ラフである。したがって１組がもっとも「20cm
の感覚」がよかったといえる。

度数分布表で比べる場合
18cm 以上 22cm 未満の階級の度数を比べる
と、１組は 16人、2組は 12人、3組は 14人
で 1組が最も多い。したがって１組が最も

「20cm の感覚」がよかったといえる。

代表値で比べる場合
度数分布表から求めた最頻値は、どのクラス
も 20cm であるが、平均値、中央値は 1組が
もっとも 20cm に近い。したがって１組が最
も「20cm の感覚」がよかったといえる。

１組 ２組 ３組
6.4 13.2 15.3
14.4 14.8 17.9
16.6 14.9 19.3
16.9 16.7 19.5
17.5 18.6 19.7
17.9 18.8 19.8
18.1 19 20.1
18.5 19.7 20.3
18.5 19.8 20.5
19 19.8 20.8
19.3 20.1 20.9
19.8 20.4 21.1
19.8 20.5 21.1
19.9 21.1 21.4
20 21.5 21.5
20.2 21.6 21.6
20.7 22 22
20.8 22.7 22.1
21 23 22.1
21.1 23.3 22.2
21.5 23.3 22.5
21.5 24 23.1
22.2 24.1 23.1
23.5 24.5 23.4
23.6 24.9 23.8
23.8 26.1 24.2
24.3 26.1 25.4
26.1 26.8 26.6
26.5 28.9 27.3
27.2 29.5 27.5
31 29.8 28
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１．はじめに
近年は VUCA時代（Volatility(変動性 )・

Uncertainty（不確実性）・Complexity（複
雑 性 ）・Ambiguity（ 曖 昧 性 ）） と い わ れ、
非常に複雑で入り組んだ予測困難な社会情勢
となっています。これに応じるように、平成
29年告示の学習指導要領から、算数・数学
教育においてはデータの活用領域が新設され、
小学校算数から高等学校数学までを見通した
統計教育の充実が図られています。小学校算
数においては、統計的な問題解決の方法を知
るとともに、棒グラフ、折れ線グラフ、円グ
ラフ及び帯グラフを学習し、度数分布や表を
グラフに表し、データの平均や散らばりを調
べるなどの活動を通して、統計的に考察した
り表現したりすることを経験してきました。
中学校数学において、第 1学年では、データ
を収集、整理する場合には、目的に応じた適
切で能率的なデータの集め方や、合理的な処
理の仕方が重要であることを学習します。さ
らに、ヒストグラムや相対度数などについて
理解し、それらを用いてデータの傾向を捉え
説明することを通して、データの傾向を読み
取り、批判的に考察し判断することを学習し
ます（文部科学省、2018）。

統計教育において重要となる能力として統
計的リテラシーも挙げられます。統計教育研
究ジャーナルの元編集者で国際統計教育協会
の元会長でもある Gal（2004）による統計
的リテラシーの定義は、「(a)様々な文脈の

中で遭遇する統計的情報やデータに関連した
議論，確率統計的な現象について解釈し，批
判的に評価する能力，また適切な場面で，(b)
情報の意味やその含意についての自身の理解
や意見，もしくは所与の結論の受諾可能性な
どについて議論やコミュニケーションする能
力」（青山、2011、p.102）とされています。
これは批判的な解釈に関する要素が重要とさ
れていることに特徴があります。したがって
中学校第 1学年においても、ただ統計的な知
識や技能を習得するだけでなく、データを批
判的に考察したり判断したりすることを大切
にしたいと考えます。

２．授業の概要：「スキージャンプ」
本稿では、昨年度筆者が第 1学年を対象と

して実践した授業を事例として紹介します。
（1）本時の目標と課題

目標
スキージャンプの選手選考について、デー

タを基に意思決定し、論理的に説明すること
ができる。

（2）教材観
本時で扱う「スキージャンプ」問題は、平

成 24年度の全国学力・学習状況調査の中学
校数学 B問題 3 で出題された問題を教材化
したものです。そこでは、資料の傾向を的確
に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて
説明できるかどうかをみることが問題設定の
趣旨とされています。本題材は解が 1つに定
まるものではなく、原田選手と船木選手のど
ちらを選出してもよいため、その根拠となる
部分に重点をおいたものです。生徒は、130 
m 以上の階級の度数の大きさを比較するこ
とで原田選手を選出したり、範囲の小ささや
中央値への記録の集まりから船木選手を選出
したりすることなどが想定されます。また、
生徒は平均値や最頻値といった 1つの代表
値で判断したり、「安定感がある」など数値
を根拠とせずに判断したりするため、それに
ついて複数のグラフや表を用いて、数学的に
説明するように指導できる題材でもあります。
全国学力・学習状況調査において、正答率は
47.1％と高くなく、資料の傾向を的確に捉え、
判断の理由を数学的な表現を用いて説明する
ことに課題があると考えられています（国立
教育政策研究所、2012）。

（3）生徒観
生徒たちはここまでに、データの活用にお

ける基本的な統計の知識や技能について学ん
でいます。日常生活で触れることの多い平均
値への意識が強くありますが、平均値だけで
はうまくいかない場面についても触れて考え
てきました。また、統計分野の学習の中で、
様々なソフトの活用についても経験してき
ました。例えば、表計算ソフトである Excel
では、データを並び替えたり関数を用いて代
表値を算出したりする方法を学びました。後
半の活用場面においては、ロイロノートとい
う教育支援ツールを用いて、グループで相談
しながら学級内でアンケートをとり、その
データの分析と考察を行いました。そこでは
無料で統計グラフを作成できるソフトである
SGRAPAを用いて、度数分布表やヒストグ
ラム、ドットプロットなど複数の表やグラフ
を用いてレポートを作成し、学級でプレゼン
テーションをする経験もしてきました。

一方で、まだまだ ICT機器の利用には不
慣れな面も多く、各ソフトを用いて自分の思
考に応じてデータやグラフを整理したり判断
を下したりするところまでは至っていません。
生徒たちは全員がタブレットを持っています
が、キーボードがないため、データ入力やコ
ピー＆ペーストなどの些細な部分で困難が生
じる場面がありました。

判断の根拠となる部分でも、平均値や最頻
値といった身近で目につきやすい値のみを意
識することも課題として残っています。
（4）指導観

本時では、様々な解のある「スキージャン
プ」問題を用いて、より多様な視点でデータ
を分析するために、グループによる意思決定

立命館守山中学校・高等学校  竹間 光宏

スキージャンプ
〜データを基に意思決定し、論理的に説明しよう〜

中1

次のデータは、1998 年シーズンの長野オ
リンピックまでのいくつかの国際大会で、
スキージャンプ競技の原田雅彦選手と船木
和喜選手の 2人が飛んだ距離の記録をまと
めたものです。次の 1回でより遠くへ飛び
そうな選手を選ぶとすると、あなたはどち
らの選手を選びますか。どちらか一方の選
手を選び、選んだ理由を説明しましょう。

課 題

原田選手（m）【平均 112.0m】

117.0 108.5 102.0 119.5 113.0 66.0 120.0

114.0 120.0 126.0 122.0 136.0 89.5 113.0

79.5 117.5 108.0 137.0 123.5 107.0

船木選手（m）【平均 117.7m】

111.0 116.0 121.5 113.5 117.0 122.5 119.0

119.0 126.0 121.0 116.0 132.5 109.5 108.5

118.5 108.0 113.0 125.0 116.5 120.0
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をします。オープンな題材について個人の意
見を持ち寄ることで、自然と対話が生じます。

また、各ソフトの利用も促すことで、デー
タ処理ではなくその解釈や対話に重きを置く
ことができるようにします。こうして個人か
らグループでの活動を導入しながら最後に学
級全体で意思決定を共有することで、それぞ
れの考えの多様性に触れる、より深い学びを

目指します。
（5）評価の観点と方法
・スキージャンプの選手選出について、デー

タをもとに意思決定することができたか。
　【グループワークや発表の観察】 知技
・意思決定について、度数分布表やヒストグ

ラムなどを用いて説明することができたか。
　【ワークシートやカードの記述】

３．授業実践

■ 実際に生徒が作成したスライド（ロイロノートのカード）や数学作文（振り返り）の一部
学習内容 指導上の留意点　　　

●スキージャンプ競技について確認し、飛んだ距
離に着目することを共有する。
●これまでに扱った Excel や SGRAPA といった
ソフトでの学びを思い出す。

①本時の課題設定

②個人での判断

③グループでの意思決定

●まずは個人でどちらの選手を選出するか直観的
に考える。

●個人での意見を持ち寄ってグループで議論する。
〈予想される生徒の反応〉
　「平均値が高いから原田選手」
　「安定感を求めて船木選手」
　「最大値が大きく、130m以上の記録が船木選手
よりも 1回多い原田選手」

●グループでの意思決定について、Excel や
SGRAPA を用いながらロイロノートでまとめ
る。

●オリンピックやワールドカップなどの目にした
ことがありそうな場面からスキージャンプ競技
について共有する。
●これまでの学習を簡単に振り返る。

●個人の意見を固めすぎると、そのあと他者の意
見を受け入れにくくなる面もあるため、あえて
短時間での直観的な判断とする。

● 1つの代表値に限らずデータを様々な視点でみ
るように促す。
●この意思決定に正解はなく、それぞれの価値観
にも左右されることに留意する。
●より多くの対話の機会を設定するためにグルー
プでの意思決定とするが、どうしても意見が 1
つにまとまらない場合はそれぞれの意見を尊重
したまとめとすることも許可する。
●班で 1つのスライド作成とし、条件として「グ
ラフや表などを 2つ以上は使用する」とする。
また、数値データは別で Excel で配布しておく
ことで、不必要な部分での困難を減らす。

★スキージャンプの選手選出について、データ
を基に意思決定することができたか。
	【グループワークや発表の観察】

★評価

●グループでの意思決定について発表する。
●グループによって着目する視点が異なることや、
同じ結論でも過程が様々であることを実感する。

④グループごとの発表による全体共有

⑤まとめ
●本時での学びの振り返り（数学作文）を記入して、
ロイロノートの提出箱に提出する。

●生徒による質問も許可しながら、発表時には適
宜教師からコメントをするようにする。

●数学作文（振り返り）を記入させることで、本
時の学びについての意識化を図る。

★意思決定について、度数分布表やヒストグラ
ムなどを用いて説明することができたか。

	【ワークシートやカードの記述】

思判表

思判表

知技
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４．おわりに
本稿で用いた「スキージャンプ」問題は定

番の題材ではありますが、そこに ICTの活
用を加え、データ処理ではなくその解釈や対
話に重きを置くことができるように工夫しま
した。その結果、ICTによる操作面での困
難性やオープンエンドの納得のしにくさなど
新たな課題も生じました。しかし、教師側が
何をねらいとしてその授業を構成するのか、
そのためにどのような教材をどのような方法
で進めていくのかといった想いをしっかりと
もつことが重要であり、本稿の授業実践には
自分なりに新たな価値があると考えています。

第 1学年のデータの活用領域の学習にお
いて、正確に代表値や相対度数を求めたり度
数分布表やヒストグラムをかいたりできるよ
うになることは大切なことです。しかし、学
校数学だけでなく今後も様々な学びを経験し、
複雑で入り組んだ予測困難な社会へと羽ばた
いていく生徒たちには、机上の空論ではなく
実際にデータを批判的に考察したり判断した
りできる力を育成していきたいと強く考えま

す。そのために引き続き今後もデータの活用
領域での教育実践を深めていきます。

５．引用・参考文献
・青山和裕（2011）『「知の創造」の視点か

らの統計的リテラシーの階層に対する再検
討：批判的解釈との位置づけの明確化をね
らいとして』科学教育研究、35(2)、101-
110．

・Gal, I. (2004). Chapter 3: Statistical 
l i teracy, meanings, components, 
responsibilities. In Ben-Zvi, D. & 
Garfield J.  (Eds). The Challenge 
of Developing Statisical Literacy, 
Reasoning and Thinking, Kluwer 
Academic Publishers, 47-78.

・国立教育政策研究所（2012）『平成 24年
度 全国学力・学習状況調査 解説資料 
中学校 数学』85-89．

・文部科学省（2018）『中学校学習指導要領
（平成 29年告示）解説 数学編』日本文教
出版．
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次は問題設定から
生徒に考えさせる
学習をしようかな

私は代表値や
度数分布表から
こう考えたよ

学んだことや
気になったことについて
振り返ることも大切だね

主体的に取り組む
データの活用の授業が
できたね！

20cmはこれくらいかな？

授業にて
ヒストグラムの
階級の幅を変えて
わかりやすく表そう

データの活用ABC
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石川県：こまつの杜

算数・数学情報誌【ルート】
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機関紙『ROOT』

算数・数学にゆかりのある方々へインタビュー
している「Hello，Mathematics ！」や連載企
画「授業改善のヒント」、「数学偉人伝」などを
掲載しています。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/root/

機関誌『ROOT』

全国学力・学習状況調査
教科書活用のポイント（中学校数学編）

全国学力・学習状況調査の調査問題と結果の概
要、授業を展開する際の指導のポイントや、教
科書活用のポイントを解説しています。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/e-other/e-other100

令和 7 年度 全国学力・学習状況調査
教科書活用のポイント【中学校数学編】

中学数学　教師用指導書

教師用指導書には、授業に役立つ解説や豊富な
参考資料などが掲載されています。紹介動画で
は、指導書同梱のデジタルコンテンツの具体的
な内容を確認することができます。

https://www.youtube.com/watch?v=puCoZBuWGSs

90 秒で分かる指導書同梱の
デジタルコンテンツ【中学数学】

36 データの活用ABC
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